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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 疑核周辺部の呼吸性ニューロンの機能を明らかにする

ために，1）下候頭神経刺激による逆行性応答から疑核

の分布を機能的に明らかにするとともに，2）その部位

および周辺部で検出される呼吸性ニューロンの活動様式

について調べ，さらに3）疑核および疑核周辺部を電気

刺激した時の他部呼吸性ニューロンの応答について調べ

た．

 実験方法

 ウサギをウレタン麻酔し，下喉頭神経，横隔神経を露

出した後，脳定位固定装置に下位に固定した．延髄背側

面を露出し，下喉頭神経の電気刺激による逆行性応答か

ら疑核の位置を決めた．疑核の位置決定後，両側迷走神

経切断，ガラミン不動化，人工呼吸下で実験を行なっ

た．呼吸性ニューロンの記録はタングステン電極または

ガラス毛細管電極により，疑核の刺激は尖端2～20μの

タングステン電極により単極的に行なった．

 実験結果

 疑核およびその周辺部で記録される呼吸性ニューロン

の75％は吸息性ニューロンで，25％は呼同性ニューロン

であった．吸息性ニューロンの66％は呼息相の初期にも

吸息性発射が持続し，呼息性ニューロンの64％は吸息相

の初期まで呼息性発射が持続した．これらの呼吸性ニュ

ーロンの3．3％のみ下喉頭神経刺激による逆行性応答を

示したが，逆行性応答を示すものはすべて吸息性ニュー

ロンのみであった．

 疑核周辺部網様体の電気刺激（持続時間0．03msec，間

隔4msecの4パルス）は横隔神経の吸息性発射に対し

て両側性の一過性抑制を起した．この抑制の潜時は4～

9msecで，抑制の最大持続時間は32msecであった．こ

の抑制は疑核周辺部網様体の刺激のみでえられ，延髄他

部網様体刺激では抑制はえられなかった．反側疑核周辺

部で記録される吸息性ニューロンの多くは疑核周辺部網

様体の刺激により，横隔神経と同様な一過性抑制を起し

た．これに対して呼息性ニューロンの多くは同刺激によ

り横隔神経の抑制時に一致して反射応答を示した。疑核

周辺部で記録される呼息性ニューロン中に，呼息相の初

期にのみ発射を示すニューロンが見出されたが，この特

殊な呼息性ニューロンは上述刺激により呼吸息の両相に

おいて反射応答を示した．

 これらの結果から，疑核周辺網様体の刺激による吸息

性ニューロンの抑制には，上述特殊呼息性ニューロンが

関与していると推定される．さらにこれらの結果は疑核

周辺部の呼吸性ニューロンは出力系ニューロンとしての

機能をもつばかりではなくて，呼吸中枢における統合機

序にも関与していることを示唆している．

論 文 審 査 の 要 旨

本論文によって明かにされた疑核周辺部の特殊呼息性ニューロンの存在は，この部が呼吸中枢の出力系
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であるのみならず，その統合機序にも関与することを示唆するもので，呼吸生理学に寄与すること甚大で

あると認める．

主論文公表誌
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